










社会福祉協議会へのご寄付
ありがとうございました。

　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 23 年 11 月と 12 月にいただいたご寄付についてお知らせします。
心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

23 年 11月～ 12月

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》 

金
一
封 

落
合
町 

川
上
　
高
志

 

（
故
・
キ
ヨ
コ
様
）

金
一
封 

松
原
町 

東
　
　
一
昭

 

（
故
・
昌
子
様
）

五
万
円 

巨
瀬
町 

伊
賀
　
一
善

 

（
故
・
弥
惠
子
様
）

金
一
封 

鍛
冶
町 

中
村
　
元
治

 

（
故
・
敏
子
様
）

金
一
封 

栄　

町 

片
岡
　
康
平

 

（
故
・
文
治
様
）

金
一
封 

落
合
町 

横
林
　
桂
造

 

（
故
・
ひ
な
様
）

金
一
封 
津
川
町 

小
野
　
　
覚

 

（
故
・
好
江
様
）

金
一
封 

川
面
町 

横
見
利
惠
子

 
（
故
・
和
憲
様
）

金
一
封 

川
面
町 
福
本
　
　
淳

 

（
故
・
義
夫
様
）

金
一
封 

中
井
町 

北
村
　
　
寛

 

（
故
・
甫
様
）

金
一
封 

寺　

町 

土
屋
　
厚
子

 
 

（
故
・
行
様
）

金
一
封 

落
合
町 

小
坂
　
晴
美

 

（
故
・
敏
弘
様
）

金
一
封 

松　

山 

小
見
山
邦
夫

 

（
故
・
冨
喜
代
様
）

金
一
封 

総
社
市 

山
本
　
哲
朗

 

（
故
・
進
様
）

金
一
封 

中
井
町 

宮
脇
美
津
代

 

（
故
・
一
郎
様
）

十
万
円 

高
倉
町 

中
村
　
　
緑

 
 （

故
・
憲
造
様
）

金
一
封 

津
川
町 

藤
森
　
幹
人

 
 （

故
・
ゆ
み
様
）

金
一
封 

川
面
町 

藤
村
　
幸
弘

 

（
故
・
好
古
様
）

金
一
封 

落
合
町 

冨
弥
　
照
宏

 

（
故
・
栁
井
美
智
哉
様
）

金
一
封 

川
面
町 

池
田
　
和
正

 

（
故
・
美
津
子
様
）

金
一
封 

原
田
北
町 

太
田
　
　
博

 

（
故
・
末
様
）

金
一
封 

中
井
町 

山
下
　
秀
子

 

（
故
・
上
森
近
枝
様
）

金
一
封 

高
倉
町 

藤
井
　
政
夫

 

（
故
・
長
女
様
）

金
一
封 

松
原
町 

大
仁
　
初
喜

 

（
故
・
入
江
操
様
）

金
一
封 

真
庭
市 

神
本
　
隆
広

 

（
故
・
神
本
和
雄
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

島
田
　
政
夫

 

（
故
・
き
よ
の
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封 

津
川
町 

小
野
　
　
覚

 

（
故
・
好
江
様
）

金
一
封 
津
川
町 

藤
森
　
幹
人

 
 （

故
・
ゆ
み
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封 

川
面
町 
福
本
　
　
淳

 

（
故
・
義
夫
様
）

金
一
封 

川
面
町 

横
見
利
惠
子

（
故
・
和
憲
様
）

金
一
封 

川
面
町 

藤
村
　
幸
弘

（
故
・
好
古
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

十
万
円 

巨
瀬
町 

伊
賀
　
一
善

 

（
故
・
弥
惠
子
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

大
内
　
　
操 

（
故
・
都
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

藤
森
　
雪
子

（
故
・
髙
一
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

岡
本
　
裕
朗

（
故
・
早
苗
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

清
水
　
　
明

 

（
故
・
順
一
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

島
田
　
政
夫

 

（
故
・
き
よ
の
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封 

中
井
町 

北
村
　
　
寛

 

（
故
・
甫
様
）

金
一
封 

中
井
町 

宮
脇
美
津
代

 

（
故
・
一
郎
様
）

金
一
封 

中
井
町 

西
本
　
忠
義

 

（
故
・
益
男
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封 

玉
川
町 

中
川
フ
サ
エ

 

（
故
・　

様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封 

宇
治
町 

松
尾
　
　
栄

 

（
故
・
操
様
）

金
一
封 

宇
治
町 

高
田
　
越
代

 

（
故
・
八
十
二
様
）

金
一
封 

宇
治
町 

藤
本
　
正
昭

 

（
故
・
美
代
子
様
）

金
一
封 

宇
治
町 

中
川
　
正
史

 

（
故
・
英
満
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封 

落
合
町 

川
上
　
高
志

 

（
故
・
キ
ヨ
コ
様
）

金
一
封 

落
合
町 

上
田
　
好
子

 

（
故
・
勇
様
）

金
一
封 

落
合
町 

横
林
　
桂
造

 

（
故
・
ひ
な
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封 

有　

漢 

渡
辺
美
津
枝

 

（
故
・
益
美
様
）

金
一
封 

上
有
漢 

田
村
八
重
子

 

（
故
・
熊
夫
様
）

金
一
封 

上
有
漢 

中
日
奈
勝
美

 

（
故
・
肇
様
）

金
一
封 

有　

漢 

塚
元
　
洋
一

 

（
故
・
豊
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封 

成　

羽 

庄
　
　
泰
彦

 

（
故
・
敏
男
様
）

金
一
封 

上
日
名 

西
平
　
恭
一

 

（
故
・
由
紀
子
様
）

金
一
封 

滋
賀
県 

増
永
　
賢
一

 

（
故
・
黒
川
静
枝
様
）

金
一
封 

下　

原 

宮
本
　
三
郎

（
故
・
綾
女
様
）

金
一
封 

成　

羽 

市
村
　
勇
次

 

（
故
・
ミ
サ
コ
様
）

金
一
封 

落
合
町 

日
向
　
哲
夫

（
故
・
那
須
コ
ト
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封 

高　

山 

山
本
　
隆
士 

（
故
・
節
子
様
）
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この広報誌は再生紙を使用しています。

編 

集 

後 

記

金
一
封 

地　

頭 

大
田
　
雅
弘

 

（
故
・
孝
一
様
）

金
一
封 

地　

頭 

山
本
　
弘
修

 

（
故
・
豊
様
）

金
一
封 

七　

地 

川
上
　
文
行

 

（
故
・
丸
子
様
）

金
一
封 
地　

頭 

山
本
　
章
雄

 
（
故
・
カ
ネ
ヨ
様
）

金
一
封 

上
大
竹 
大
田
　
静
子

 

（
故
・
和
夫
様
）

金
一
封 

領　

家 

三
原
喜
三
郎

 

（
故
・
三
枝
様
）

金
一
封 

仁　

賀 

山
室
　
信
夫

 

（
故
・
一
美
様
）

金
一
封 

三　

沢 

長
谷
川
敦
史

 

（
故
・
好
孝
様
）

金
一
封 

仁　

賀 

妹
尾
　
吉
孝

 

（
故
・
弇
様
）

金
一
封 

地　

頭 

三
村
　
　
操

 

（
故
・
フ
ミ
様
）

金
一
封 

下
大
竹 

前
﨑
　
　
明

 

（
故
・
淑
浩
様
）

金
一
封 

井
原
市 

三
角
　
正
已

 

（
故
・
克
己
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封 

志
藤
用
瀬 

宮
本
　
和
夫

 

（
故
・
敏
子
様
）

金
一
封 

平　

川 

南
條
　
昇
五

 

（
故
・
充
男
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封 

川
面
町 

藤
森
　
昭
二

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

一
万
四
千
七
百
四
十
三
円　
　
　

ス
カ
イ
ロ
ケ
ッ
ト

（
会
の
解
散
に
伴
い
）

金
一
封 

　
　

 

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

第
330
回
、
第
331
回
目
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封 

川
面
町 

藤
森
　
昭
二

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
中
井
地
区
》

五
万
五
千
円　

第
13
回
中
井
地
域

町
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会 

会
長  
竹
田
　
計
市

（
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加
者
等
か
ら
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
）

二
万
円 

中
井
町 

小
川
　
清
子

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封 

上
有
漢 

大
月
　
淑
江

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

上
有
漢 

森
脇
　
長
治

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

冨
士
田
　
肇

 （
勝
恵
様
の
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

吉
岡
　
伸
子

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

森
本
　
幸
子

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

上
有
漢 

湯
井
富
美
恵

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

上
森
美
智
子

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

上
有
漢 

藤
本
　
敏
雄

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封 

仁　

賀 

三
宅
　
幹
夫

 

（
叙
勲
受
賞
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

下
大
竹 

松
下
　
真
一

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

高
山
市 

三
原
　
裕
治

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

領　

家 

池
田
亀
美
江 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

七　

地 

金
子
　
　
基 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

七　

地 

金
子
　
定
子 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

下
大
竹 

大
田
　
祥
博 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封 

長　

屋 

杉
田
　
　
悟

 
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 
東
油
野 

後
内
　
久
雄

 
（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封 

平　

川 
尾
崎
純
三
郎

 

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
十
二
支
の
５
番
目
、
辰
の
年
で
す
。
辰
と
い
う
字
に
は
所
説

あ
る
そ
う
で
す
が
、
理
想
に
向
か
っ
て
辛
抱
強
く
歩
み
を
進
め
て
行
く

と
い
う
意
味
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

私
自
身
に
は
理
想
に
向
か
っ
て
と
は
大
げ
さ
な
の
で
、
歩
み
を
止
め

な
い
、
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
辰
年
の
今
年
一
年
を

過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
ち
ま
ち
の
目
標
が
、
お
正
月
に
大
き
く

な
っ
た
お
腹
を
少
し
小
さ
く
で
き
る
よ
う
あ
き
ら
め
な
い
で
頑
張
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
一
年
も
い
い
広
報
紙
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｍ
）

　　

子
供
の
こ
ろ
は
お
正
月
が
来
る
の
が
楽
し
み
で
、
歌
の
歌
詞
で
は
な

い
で
す
が
「
も
う
い
く
つ
寝
る
と
お
正
月
！
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
で
は
お
正
月
が
く
れ
ば
、
ま
た
一
つ
大
き
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
か
⋮
と
、
う
れ
し
い
よ
う
な
、
悲
し
い
よ
う
な
複
雑
な
気
持
ち

で
す
。

　

今
年
一
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
広
報
紙
づ
く
り
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
Ｋ
）

　

年
末
年
始
の
お
休
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
ご
家
庭
で
ど
ん

な
会
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

私
に
も
子
ど
も
が
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
会
話
か
ら
た
く
さ
ん
の
言

葉
を
知
り
、
自
分
の
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
大
人
と
し
て
、
親
と
し
て
、

温
か
な
思
い
や
り
の
あ
る
会
話
を
心
掛
け
、
子
ど
も
た
ち
の
心
と
考
え

方
を
育
て
た
い
も
の
で
す
。

　

４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
地
域
福
祉
活
動
計
画
で
は
、
子
ど

も
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
な
環
境
整
備
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
座
談
会
で
は
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
の
ご
意
見

や
お
知
恵
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｂ
）

12広報ふれあい福祉　第41号


